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長崎南山中学の教育モデル
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「学びの共同体」の学校…

① プロジェクト型
② 協同的学び
③ 教育の専門家としての教師
④ 地域における文化と教育のセンター的機能

「２１世紀型の学校」
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【ヴィジョン】
①一人残らず生徒の学ぶ権利を保障し、その学びの質を高める。

②生徒たちが学び合い、教師たちも教育の専門家として学び合う。

③生徒と保護者と地域から信頼を獲得し、連帯する。

【哲 学】
①「公共性」…全ての教師が年一回以上は授業を公開し、

同僚性を築く。

②「民主主義」…異なった人間同士が共生できる場所の構築。

③「卓越性」…どんな条件であっても最上のものを目指す。
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「学びの共同体」の実践
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◎「共同的学び」の授業の流れ ～「共有の課題」と｢ジャンプの課題｣

１時間の授業のイメージ
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【学びの共同体】３つのシステム

①教室における協同的学び

②職員室における教師の学びの共同体と同僚性の構築

③保護者や市民の協力・参加
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対話的コミュニケーション

「聴き合う関係」の構築が必要！



「協力的学び」と「協同的学び」

「教え合う関係」と「聴き合う関係」
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「教師の責任は『いい授業』を行な
うことにあるのではなく、生徒一人
ひとりの学ぶ権利を保障し、学びの
可能性を開くことにある」

（佐藤雅彰 佐藤学編著 『公立中学校の挑戦 授業を変える

学校が変わる 富士市立岳陽中学校の実践』 ぎょうせい2003年）
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「聴 く」
生徒の発言やつぶやきが、何を根拠に表現したものかを聴く

「つなぐ」
生徒の発言をモノローグにしないために、「人」「もの」「こと」と繋げる

「戻 す」
生徒がつまづいている時、既有の知識や基礎的事項に戻して考えさせる

「ケアする」
生徒の身体から発せられる内面を読み取り、生徒の困り感やつまらなさ等を感じたら、
生徒の傍でケアする。

教師の居方（ポジショニング）
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「協同的学び」の授業

・「個」に始まって、「個」に終わる。

・生徒が探求できるような問いのある授業をデザインする。

・最初の課題はクラスのすべてのグループが達成できる「共有の課題」、

これを確認してから「ジャンプの課題」に挑戦させる。

すべてのグループができなくてもよい。

・授業内容が構造化されていることが必要。

（「プログラム型」ではなく「プロジェクト型」）
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「協同的学び」の３つの条件

① 真正の学び（教科の本質に即した学び）

例：数学は数学らしい学び、音楽は音楽らしい学び

文学ならテキストとの対話を重視

② 聴き合う関係（学び合う関係）

「話し合う関係」や「教え合う関係」ではなく

「学び合う関係」を築き、「学び合う関係」は

「聴き合う関係」から始まる

③ ジャンプのある学び（創造的･挑戦的学び）

＜共有の課題＞は教科書レベル、＜ジャンプの課題＞は教科書レベル以上

「分かりそうで分からない課題」がベスト
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発達の最近接領域

発達の最近接領域（ＺＰＤ） ※ZPD = Zone of Proximal Development 
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協同的学びの理論的基礎は、「発達の最近接領域」（レヴィ･ヴィゴツキーのモデル）にある。

一人で達成できるレベル
＜今の発達水準＞

・学びの課題は、ZPDの下辺ではなく上辺で設定されなければならない。

・発達とは、まず他者と、そして最後に一人でできる、ことである。

他者の援助や道具の介助に
よって達成できるレベル

＜次の発達水準＞

学

習

ジャンプの課題は
ここに設定する。



ラーニングピラミッド

講義

読書

視聴覚による学習

実演する

論議する

練習する

人に教える

◎生徒が能動的になることで、
主体的になる。

◎説明している生徒本人の脳が
活性化し、理解力が高まる。

エドガー･デール
米国、
オハイオ州立大学教育学教授
「学習の法則」から
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「協同的学び」の授業

コの字型

小グループ

コの字型



・「学び」は一人では起こらない。

・一人で取り組む自力解決ではなく、共同で解決力を養う。

・「話し合う」関係よりも

「聴き合う」関係こそが「学び」を創る。

・依存からしか「自立」は生まれない。

模倣からしか「学び」は生まれない。
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教員の研修（同僚性の構築）

「学びの共同体の学校改革の中心目的の１つは、

一人残らず教師が専門家として成長できる学校を築くこと」

「そのために、同僚に授業を公開することと、

授業研究を通して、教師が学び合う同僚性を築くこと」

（佐藤学著 『学校を改革する 学びの共同体の構想と実践』
岩波ブックレット 岩波書店 20１２年）
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教員の研修（同僚性の構築）

生徒の学びの事実の何を（どこを）見るのか

① 教室の雰囲気や生徒の様子

② 生徒の学びの成立（つまづき、思考の仕方、参加意欲）

③ 関係の中での学びの様子（生徒と生徒、生徒と教師）

④ 課題（教材）と授業デザインと学びの質

⑤ その他（授業とは直接関係のない生徒の様子等）
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教員の研修（同僚性の構築）

授業研究会では

☆ あくまでも「生徒の学び」に注目する。

☆ 次の自分の授業にどう活かすかを考える。

☆ 生徒の情報交換の場とする。
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教員の研修（同僚性の構築）

授業研究会では

①生徒は授業の文脈がわかっていたか。

・よかったことやいらないことは何か。

・「つながり」や「戻し」はどうだったか。

・意味のあるグループ活動だったか。

・社交辞令は止める。

④生徒の固有名詞で語り合う。

⑤教科の枠を超えた視点で話し合う。

⑥授業評価はしない



「協同的学び」実践例



コの字型
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コの字型



ペア



ペア



４人グループ
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４人グループ
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３人グループ



「共有の課題」

と

「ジャンプの課題」



<共有の課題> 教科書レベル：基礎

<ジャンプの課題> 応用レベル：発展



「共有の課題」









「ジャンプの課題」
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学びの「見取り」

と

生徒の「ケア」



学びの見取り



学びの見取り





学びの見取り



学びの見取り





生徒のケア

「聴く」「つなぐ」「戻す」⇒「ケア」する

・学びの様子を見取る→ケアする
「ケア」とは「つなぎ、戻す」こと

・困難を抱えている生徒
「孤独かつ学んでいない」生徒のケア

・教師の直接支援…時に支援にならない
仲間につなぐ、教材につなぎ、戻す

生徒の身体から発せられる内面を読み取り、生徒の困り感やつまら
なさ等を感じたら、生徒の傍でケアする。



授業研究会





同僚性の構築へ



生徒の変容・教師の変容

・全員が学びに向かうようになった
（寝なくなった、あきらめなくなった）

・主体性、協働性が向上した
（勉強だけでなく、行事、部活動 etc.）

・校内の雰囲気が穏やかになった
・難関大学等への進学者がでてきた

・生徒指導の変化
（対話的指導への変化）

・同僚性、協働性の構築
（職員室はいつも生徒の学びに関する話
題であふれている）
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長崎「学び」の会



ありがとうございました。


